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二次イオン質量分析計を用いたFUNヒボナイト包有物に関する同位体的研究
An ion microprobe study of FUN-like hibonite-bearing inclusions from the Murchison
(CM2) meteorite
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難揮発性包有物の中には FUN包有物と呼ばれるマイナーなグループが存在し、それらは３つの同位体的特徴 (1. O, Mg,
Siなどにおいて重い同位体に富んだ質量依存同位体分別を示す 2.安定同位体（特に 48Ca, 50Ti）に起源の不明な同位体
異常を持つ 3. 26Al壊変起源である 26Mgの過剰が見られない)を示すことから、一般的な CAI とは区別される。26Mg
の過剰が見られないことから、FUN包有物の形成時期は 26Alが完全に壊変した後かもしくは 26Alが太陽系に持ち込ま
れる以前であったことが考えられるが、48Caや 50Tiに同位体異常がみられる事実はそれらが太陽系最初期に形成され
た可能性を示唆する。FUN包有物の起源は未だ詳しく理解されておらず、これらの形成プロセスを理解することは、太
陽系における物質進化や同位体均一化のプロセスを考察する上で非常に重要である。
マーチソン隕石から分離したヒボナイト包有物に対して二次イオン質量分析計を用いた Mg 同位体分析を行った結

果、大きな質量依存同位体分別（<50‰/amu）と初生 26Al/27Al比が誤差の範囲でゼロを示す３つの FUNらしき包有物
（MC037, 040, 003）を発見した。本研究では、これら３つの包有物と FUN包有物との関連を調べるため、二次イオン質
量分析計 NanoSIMS 50および ims-1270を用いたMg, Ca, Ti同位体分析を行った。

Mg同位体分析の結果、MC040とMC003は比較的均一な質量依存同位体分別（それぞれφ 26Mg=97˜107‰, 29˜35‰）
を示したのに対し、MC037は粒子ごとに大きくばらついた分別度合いを示した（φ 26Mg=27˜95‰）。おそらく、MC037
に含まれるヒボナイトやスピネルは蒸発イベント継続中の様々な段階で晶出したが、MC040, 003に関しては蒸発イベン
トの最終段階に結晶化したことが示唆され、それぞれの包有物は異なる加熱イベントを経験したと考えられる。また、
Ca, Ti同位体測定の結果、MC037, 040に関しては 48Caに誤差を超えた同位体異常は検出されなかったが、50Tiに小さ
な同位体異常（<10‰）が検出された。MC003においては、48Ca, 50Tiともに同位体異常が確認された。
大きな Mg同位体分別や、初生 26Al/27Al比が誤差の範囲でゼロを示すこと、さらには 48Caや 50Tiに異常が確認さ

れたことから、これら３つのヒボナイト包有物は新しい FUN包有物であることが示唆される。以上の結果や先行研究の
結果を踏まえると、これらの要素（質量依存分別、26Alの量、安定同位体異常の度合い）には包有物ごとに大きなバリ
エーションがあることが見えて来た。これらの包有物の相互関係や形成環境に関する知見を得るために、ヒボナイト包
有物に対して今後さらなる SIMS分析を行って行く予定である。
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